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＜連絡事項＞

・19日～21日の3日間で課内（看護）研修「食事援助」があります。掲示板を各自確認して下さい。

＜外来情報＞
· 秋山　和子様～膝に痒みがありオイラックス処方となる。お盆中の薬の事が気になり、外来に

　　　　　　　　　たびたび相談にきている為、主治医より薬が処方される事を説明される。

· 其田　淑子様～下肢のむくみが継続されていて、薬の効果がみられないが、そのまま様子観察　　　　

　　　　　　　　　　する。血圧は正常値である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　淡路　智恵子様～「たばこがなくなるから明日でタバコをやめる。」と毎回話されているが急

には止められないので徐々に止めるようにと主治医より話されている。

＜利用者様情報＞

· 宮　陽子様～昨日の外来診察（青山荘GOM同席）で、幸房を利用しない事が確認される。

· 我満　奈津紀様～朝に役所などに行く用事などのため、朝薬の服用を忘れてしまう事がありました。

　　　　　　　　　　薬剤師確認し服用を開始している。

· 田澤　勝敏様～右頬から耳下腺あたりの腫れが確認されています。熱感なし、本人の痛み自覚はあ　　　　

　　　　　　　　　りません。本人の気分不調もありません。

　　　　　　　　　⇒青山荘と外来には情報提供しています。

· 杉澤　恵子様～昨日北病棟に無断で入ってしまった事や生活上のルールについて、担当スタッフが　　　　　　

　　　　　　　　　面談を行っています。

　　　　　　　　　⇒朝の待ち時間は外来で待つ事

　　　　　　　　　　朝のタバコ購入や通所時間の買い物はしない事・・・これらの評価については、家族へも積極的に情報提供する事とする。

＜業務について＞

· 利用契約書の電話の件

伝える用件を紙面に整理しています。電話対応になる為に話し言葉風に文書を作っています。

本日の土曜日から作業を開始する予定で、家族からの確認電話にも対応していく形になります。

　　全てのスタッフが内容理解をしておきましょう。

　　連絡先の一覧表も作成できています。

· 通所納涼会の件

デイナイトの的当てゲームは、メンバーと一緒に作っていく予定。

必要物品のいくつかをスタッフに依頼予定。

各担当の発注物品リストは今週中に提出の事。

＜プログラムについて＞

· プログラムの目的をつめていく事が必要。

· 料理教室のメンバー不在時、メンバー人数調整をどのようにするか。

· プログラム作成と同時に、そのマニュアル作り（見直しもあわせ）も実施していかなければならない。

＜勉強会＞

『アルコール依存症について』

～自分達の臨床実践を語り合おう、臨床の振り返りは最高の学習である。～

？病気としてみる事ができるのか、我々の気持ちの中はどうか。

　好きな酒を飲んで、酔っぱらって、他人に迷惑をかけて、暴力をふるって、崩壊に導く。

　全く許せない、意志の弱い人、気に入らない人間だ。

⇒アルコール依存症の方々と付き合っていくには、その偏見を無くしていかなければならない。

経過としては

　急性アルコール中毒→アルコール依存症→アルコール精神病

スタッフが「久里浜式アルコール症スクリーニングテスト」を体験実施する。

アルコール依存症とは・・・

精神神経症状（離脱症状：禁断症状）と飲酒行動の異常（飲み方の異常）があり、大量に飲酒する事により身体各臓器が異常となり、また、アルコールを中心とした生活を送る事によって生活が乱れ、職務怠慢や家庭崩壊、酩酊時には犯罪も起こす事もある病気である。

　　アルコール関連身体疾患

　　　肝硬変により肝不全や食道動脈瘤

　　　潰瘍やマロリーワイス症候群などの消化管出血

　　精神依存・・アルコールに対する心理機制がなんであれ、アルコールの欲求が高まり、日常生活の精神面でのアルコールが必要となった状態。

　　身体依存・・日常アルコールが体内に存在することによって安定していられる状態で、その維持のために身体がアルコールを要求する。

　　耐性・・アルコールの飲用を続けている事により、身体的にも抵抗力が増していき、適量もあがっていく状態。

　　検査時における異常所見

　　　身体的にも重症の状態、栄養面の不足、脱水状態。

　　　痙攣や心停止、肝障害や消化管出血を起こしやすい状態。

　　　アンモニアの上昇により、肝性昏睡

　　離脱

　　　小離脱・・発汗・振戦・睡眠障害・頻脈・イライラなど

　　　大離脱・・幻視・幻聴・職業せん妄

　　　

